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一 般 質 問

◆
榎
戸
駅
の
快
速
停
車

問

現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
運
行
し
て
い
る

快
速
電
車
は
、
成
東
駅
始
発
で
、

東
京
駅
行
き
の
八
街
駅
午
前
７

時
20
分
発
の
上
り
１
本
の
み
で

す
。
JR
に
よ
る
と
、
電
車
の
全

長
に
満
た
な
い
ホ
ー
ム
で
は
、

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
ド
ア

の
開
閉
は
行
え
ず
、
利
用
客
の

乗
降
は
で
き
な
い
規
則
が
あ
り
、

こ
の
快
速
電
車
は
11
両
編
成
で

全
長
約
２
２
０
ｍ
に
な
り
、
上

り
ホ
ー
ム
の
長
さ
が
１
８
０
ｍ

ほ
ど
の
榎
戸
駅
で
は
、
こ
の
快

速
電
車
は
利
用
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

問
　
今
後
の
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

市
長
　
本
市
で
は
、
総
武
本
線

沿
線
の
近
隣
自
治
体
で
あ
る
成

東
町
、
山
武
町
、
酒
々
井
町
と

と
も
に
、
総
武
本
線
成
東
・
佐

倉
間
快
速
電
車
増
発
推
進
協
議

会
を
設
置
し
て
、
成
東
・
佐
倉

間
に
お
け
る
快
速
電
車
増
発
の

実
現
を
目
標
と
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の

中
で
本
市
は
、
八
街
駅
、
榎
戸

駅
の
両
駅
と
も
、
快
速
電
車
停

車
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、

昨
年
11
月
に
は
、
JR
千
葉
支
社

に
、
成
東
駅
、
日
向
駅
、
八
街

駅
、
榎
戸
駅
及
び
南
酒
々
井
駅

に
お
け
る
快
速
電

車
停
車
に
対
応
す

る
た
め
の
ホ
ー
ム

の
延
伸
及
び
快
速

電
車
の
増
発
を
早

期
に
実
現
す
る
よ

う
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、

昨
年
10
月
に
発
生

し
た
新
潟
県
中
越

地
震
に
よ
る
被
害

の
復
旧
・
耐
震
性

強
化
の
対
応
策
に

多
大
の
費
用
を
費

や
す
こ
と
や
、
成

東
・
佐
倉
間
に
お

け
る
利
用
客
の
減

少
な
ど
の
理
由
か

ら
、
す
ぐ
に
快
速

電
車
の
増
発
は
難

し
い
状
況
で
あ
る

と
支
社
長
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
駅
利

用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、

目
標
を
共
有
す
る

沿
線
自
治
体
と
の
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連
携
を
強
化
し
、
総
武
本
線
快

速
電
車
増
発
及
び
複
線
化
促
進

を
図
る
市
民
会
議
を
通
し
て
JR

に
対
し
、
１
日
も
早
い
快
速
電

車
増
発
の
実
現
に
向
け
た
働
き

か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

一
日
も
早
い
快
速
電
車
停
車
を（
写
真：

榎
戸
駅
）

調
査
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
内
小
中
学
校
施
設
で
、

耐
震
調
査
が
必
要
な
建
物
は
、

文
部
科
学
省
の
指
導
に
よ
る
と
、

昭
和
56
年
以
前
の
建
築
物
で
２

階
建
て
以
上
ま
た
は
床
面
積
が

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の
で
あ
り
、
実
住
小
学
校

の
体
育
館
、
笹
引
小
学
校
、
交

進
小
学
校
、
二
州
小
学
校
沖
分

校
、
川
上
小
学
校
の
校
舎
と
体

育
館
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
小
学
校
は
、
平
成
16
年

度
に
耐
震
化
優
先
度
調
査
を
実

施
し
、
中
学
校
は
平
成
17
年
度

に
同
調
査
を
行
う
計
画
で
す
。

問
　
国
の
中
央
防
災
会
議
の
専

門
委
員
会
は
、
千
葉
県
の
中
央

部
直
下
型
の
地
震
で
八
街
の
被

害
想
定
を
死
者
５
名
、
建
物
倒

壊
１
４
３
棟
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

転
倒
が
１
千
５
７
９
件
、
水
道

管
破
損
が
84
カ
所
等
と
し
て
い

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
他
に
、
石

塀
の
転
倒
率
は
64
・
１
％
と
大

変
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
の
転
倒
の

防
止
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

建
設
部
長
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

新
設
を
す
る
場
合
、
建
設
部
の

都
市
計
画
の
方
で
指
導
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

問
　
市
の
防
災
計
画
で
は
、
既

存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
に
つ

い
て
、
通
勤
、
通
学
路
等
を
中

心
と
し
た
点
検
、パ
ト
ロ
ー
ル
、

ま
た
は
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
は
補
強
等
の
改
善
を
指

導
し
て
い
く
と
し
て
い
な
が
ら

な
ぜ
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い

の
か
。
子
供
た
ち
の
安
全
の
た

め
に
、
通
学
路
と
４
本
の
緊
急

輸
送
道
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
点
検
を
早
急
に
行
う
べ
き
で

あ
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
長
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石

塀
等
は
、
私
的
財
産
で
は
あ
り

ま
す
が
、
い
ま
議
員
ご
指
摘
の

よ
う
に
先
ほ
ど
の
４
本
の
道
路

の
点
検
は
今
後
考
え
て
い
き
た

い
。

丸
山
　
こ
の
間
、
個
人
的
な
財

産
で
あ
る
た
め
に
積
極
的
に
改

善
の
指
導
が
で
き
な
い
で
き
て

い
る
。
八
街
市
は
平
成
９
年
度

に
つ
く
っ
た
緑
の
基
本
計
画
で

生
垣
設
置
の
助
成
制
度
を
創
設

し
生
垣
化
を
推
進
す
る
と
し
て

い
る
。
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
補
強
・
生
垣
の
設
置

へ
の
改
善
に
、
是
非
こ
う
い
っ

た
助
成
制
度
を
導
入
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
便
利
な
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

運
行
を

問
　
八
街
駅
前
の
待
合
い
場
の

屋
根
は
、「
骨
組
み
だ
け
の
屋

根
の
た
め
、
雨
よ
け
に
も
日
よ

け
に
も
な
ら
ず
バ
ス
を
待
つ
間
、

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
利
用
者

か
ら
の
苦
情
が
で
て
い
る
が
、

改
善
計
画
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
３
番
バ
ス
乗
り
場
前
に

は
簡
易
で
は
あ
る
が
、
屋
根
つ

き
の
待
合
所
も
あ
り
、
駅
自
由

通
路
も
荒
天
の
と
き
は
、
待
合

の
場
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
南
口
駅
前
広
場

の
形
状
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
す
ぐ
の
対
応
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問
　
新
た
に
５
コ
ー
ス
と
な
り

２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

当
時
最
善
の
内
容
と
し
て
出
発

し
た
も
の
の
、
実
際
に
運
行
し

て
み
る
と
「
Ｊ
Ｒ
へ
の
接
続
が

悪
く
不
便
」「
病
院
に
行
く
の

に
早
す
ぎ
、
増
便
し
て
延
ば
し

て
欲
し
い
」等
の
要
望
が
あ
り
、

運
行
協
議
会
の
再
開
で
利
用
者

の
要
望
に
こ
た
え
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

市
長
　
増
車
に
視
点
を
置
い
た

運
行
の
見
直
し
は
難
し
い
。
利

便
性
の
向
上
と
収
支
の
改
善
の

双
方
に
視
点
を
置
い
た
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
今
年
度
中

も
し
く
は
来
年
度
に
ふ
れ
あ
い

バ
ス
運
行
協
議
会
を
設
置
し
、

次
の
改
正
に
向
け
た
検
討
を
進

め
た
い
。


